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【研究成果の概要】 

 
本プロジェクト「研究者養成を踏まえた教科架橋型教科教育実践学の研究」では，博士課程での研

究者養成の際に生じる博士課程学生の学術論文執筆についての指導内容整理と学術的な見地からの

教科架橋型教科教育実践学の構築について扱っている。 
まず，博士課程学生が教育実践に関わる学術論文を執筆する際の注意点を整理し，大学教員が指導

上注意する事項と学生本人が論文執筆で苦労した事項を整理した。これにより，後輩となる博士課程

学生の学術論文執筆の指針を提案した。次に，教育実践を目的とする連合大学院博士課程での研究と

して，教科教育実践を扱った。このとき，一つの教科での扱いではなくて，教科を互いに架橋する立

場からの教科架橋型教科教育実践学を提案した。教科横断や教科往還が叫ばれているが，横断は横方

向に断ち切ったり通り抜けたりすることであり，往還は行き来することである。どちらも現時点での

水平方向の概念が強く，過去に学んだ学習内容を活用して現在学んでいる内容の理解に繋げる時間的

な関連性の意味合いが弱い。そのため，本プロジェクトでは，橋を架けて繋げ，過去の学習成果を現

在の学習に活用する意味で，“教科架橋”の用語を用いた。 
教科架橋型教科教育実践学の構築について考察するために，次の流れで研究を進めた。まずギリシ

ア哲学から現在までの学問体系の流れを整理し，次に現在の学問体系から教科構成への具体化につい

て，学校教育の歴史観とともに概観した。さらに，教育哲学の考え方を整理し，どのような視点から

教科架橋型教科教育実践学を考察すべきかを検討し，教科の捉え方の本質について考察した。加えて，

従来の認識科学の考え方に加えて新たに設計科学の考え方を導入し，各教科の学習過程のスパイラル

展開について体系化した。具体的には，学習する際は外部から情報を収集し，自己の脳内で記憶し，

理解し，判断し，さらには得られた知見から新たな価値を創造し，最終的に学習成果として他者に表

出し，さらにフィードバックとして自己表出結果の他者評価を自己に返すスパイラル展開として捉え

た。このとき，脳内活動は知識獲得や知識定着のみでなく，設計科学の考え方である“新たな価値を

生み出す創造”も重視した。この学習活動のスパイラル展開を各教科に対応させ，各々の教科では特

にどの学習過程を重要視しているかの特徴を明らかにした。加えて，これらの結果を階層構造として

扱い，各教科の学習の順序性を8階層として構成し，教科架橋の本質的な構造を提案するとともに，

教科の学習の順序性についても考察した。この考え方を基本として，国語教育，歴史教育，算数・数

学教育，音楽教育，美術教育，技術教育，家政教育，情報教育の視点から見た教科架橋型教科教育実

践学の捉え方ならびに教科架橋型教科教育実践学の学習指導要領との関連や学校教育実践について

も考察した。 
なお，研究成果として「博士号につながる「教科教育実践学」論文の書き方 －院生・修了生・教

員が明かすアクセプトの秘訣－」ならびに「学びを広げる教科の架け橋 ─教科架橋型教科教育実践

学の構築─」の2冊を刊行した。 
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〇村井万里子：第二部 第5章 国語(pp.105-119)，村井万里子：第三部 第8章 国語の教科内容構成の
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〇 Yoko SHINOHARA: Development of Life Cycle Inventory Worksheets for Sustainable 
Wardrobe Management; In order that high school students may learn by the ESD lessons in Home 
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Semi Structured Interviews, Biennial International Design and Technology Teachers' Association 
Research Conference, 2018, Hawthorn, AU  
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